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・はじめに
　教員養成大学・学部における中学校・高等学校美術科
教員の養成を目的としたデザイン教育では，一般大学の
ようなデザインに関する専門職能的な内容に加え，教科
「美術」が有する理念や考え方を理解した上でデザイン
教育の最終的な享受者である児童・生徒に対して適切性，
妥当性を有した教育内容を展開することが重要となる。
その意味では，デザイン教育を施された児童・生徒が将
来，社会人として活躍する際に十分，デザインを活用で
きるよう，より実際的，現実的な観点から教育内容に関
する検討を加えていく必要があると考えられる。
　一般にデザインは，現代社会へ広範囲に適用されうる
行為であり方法論であるから，デザイン教育の内容検討
にあたっては，あらゆる対象・事象に対する共通性，普
遍性を確保するとともに，デザインという行為が社会で
活動する上での基礎的素養として活用できるよう，十分
な配慮を施すことも必要である。特に今後の情報化の動
向を踏まえるならば，それへの対応能力をも包含する形
での教育内容の検討が必須であり，それへの対応可能な
方法論や方策について多視点的に検討していくことが重

要といえる。
　これらのことを前提に前々稿１）では，デザイン教育の
内容構成の上での「根拠」，すなわち「デザインエビデ
ンス」の重要性について注目，特にその一つとして造形
一般の基礎学である「構成」の方法論に基づく表現展開
の有効性および必要性を指摘した。また，前稿２）では，
今後の美術科教員養成におけるデザイン教育のあり方を
論究する上で，「情報表現」が単に情報をデザインの対
象とするための方法論としてのみならず，総合科学的，
学際的な観点から異領域間に横断的に存在しうる諸問題
の解決を図り，各領域間の共通性，普遍性を担保しつつ，
社会の情報化に対応可能な方法論として有効性が存在す
ることについて指摘した。特に一連の情報表現のプロセ
スが問題解決プロセスとしてのデザインプロセスと同質
性を有していることを確認できたことから，情報表現プ
ロセスとデザインプロセスとは，問題解決という点にお
いて同定可能であることを指摘するに至った。
　ただ，前二稿の発表後，デザインプロセスと情報表現
プロセスとの関係性について改めて考察を試みたとこ
ろ，前稿で指摘した情報表現プロセスの展開上，使用メ
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ディアの性質に大きく影響を受けることを確認，特に電
気・電子メディアに代表されるテレコミュニケーション
メディアへは直接，適用できない事例が存在すること，
また同事象を起因としてデザインプロセス上の矛盾が発
生することを確認した。そこで筆者は，テレコミュニケー
ションメディアを使用した際の情報表現プロセスのデザ
イン特性についての考察が改めて必要と判断するに至っ
た。
　そこで本稿では，前稿までの知見を踏まえた上で，テ
レコミュニケーションメディアに対して情報表現を適用
した際のあり方について考察を試みるとともに，そのデ
ザインプロセスとしての特性について検証を試みた事例
について報告する。

１　従来的な情報表現のプロセス
1.1　デザインのプロセス性
　デザインには多面性が存在しているため，その性質を
一義的に定義することは難しい。ただ，「デザイン」と
いう語の成り立ちからその定義を試みるならば，世の中
に存在する問題の解決策を「考えて」，その方策を具体
的に「表現する」，という２つの行為の融合体としての
姿を顕在化することが可能である。
　このように，デザインが「考えて」「表現する」とい
う２つの行為から構成されているとするならば，デザイ
ンはプロセス性を有する形で問題解決を行なっていると
考えらえる。実際，我々がデザインを行う場合，通常は
「デザインプロセス」によるのが一般的である。
　一般にデザインプロセスは，①観察（問題点の発見・
抽出）②解釈（問題点の核心の把握・理解及び解決策の
模索・検討）③表現（解決策の具現化）という３つの段
階・行為によって構成される。
　これらの，デザインプロセスを構成している段階や行
為の趣意を総合すると，解決すべき問題を把握・理解し
た上でその解決案を考え，その具体策を表現として顕在
化し実現する，という２つの行為の存在が明らかになる。
すなわち，デザインの原意が有する「考えて」「表現する」

という行為と重なる様相を示しているということであ
る。
　したがって，①から③の要素からなるデザインプロセ
スは，図１のように直線的な様相を示す一連のプロセス
として形成され，問題解決を指向することとなる。
　このように，「考えて」「表現する」という２つの行為
を基軸とするデザインは，その具体的展開にあたって「プ
ロセス性」を有しつつ「問題解決」を図ることを目的と
している行為ということが確認できる。

1.2　コミュニケーションと情報表現のプロセス
1.2.1　コミュニケーションとは何か
　一方「情報表現」は，コミュニケーションを前提とし
て成立する行為といえる。
　コミュニケーションは「情報のやり取り」が実際に行
われる場面である「コミュニケーションの場」

Ａ　⇄（情報）⇄　Ｂ

において，情報が情報伝達の当事者であるＡとＢという
二者間を往還しながらインタラクションを形成すること
によって成立する。

1.2.2�　コミュニケーションの必要要件としての情報表現
　ここで，コミュニケーションがインタラクションを形
成しつつ行われるのは，確実に情報を相手に伝え，かつ
情報伝達の当事者間での共有を指向していることに他な
らない。それ故，情報をいかに確実かつ適切に伝えるか，
ということがコミュニケーション展開上の主眼点とな
る。仮に一方的なコミュニケーションが展開された場合，
相手方は情報の存在に気づかない。いわば「情報は存在
していない」と同様の状態になってしまうわけで，これ
では情報伝達というコミュニケーション上の要件自体が
成り立たない。その意味では，一方的なコミュニケーショ
ンでは相手に伝わらない性質を有しているのが情報の特
性といえる３）。
　したがってコミュニケーションを成立させるために
は，情報の伝達対象が情報の存在に気づくように「情報
に形を与える」すなわち「情報表現」を行うことが必要
となる。

1.2.3　情報表現の基本形
　このように，コミュニケーションを円滑に行いうるよ
うに，また相手方が情報の存在に気づくように「情報に
形を与える」ための行為が情報表現といえる。
　一方，情報表現の対象となる「情報」とはどのような
ものなのであろうか。情報の運用実態からその特徴を確図１　デザインプロセス
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認すると「インテリジェンス」，「インフォメーション」，
「メディア」という３つの要素から構成される複合体で
あることがわかる。コミュニケーションを円滑に行うた
めには，この３つの要素の統合化が必要であり，これに
よって情報は初めて伝達構造を有する姿をあらわすよう
になる。
　すなわち，情報に伝達構造を与えるためには情報表現
によって，情報を構成しているインテリジェンス，イン
フォメーション，メディアを図２のように統合化する必
要がある。それによって情報に形が与えられ，相手方は
情報の存在に気づき，コミュニケーションが成立する。
このように，情報表現によって伝達構造が与えられた情
報は，図２のように多層的な構造を有することになる。

1.2.4　情報表現のプロセス
　情報表現では，このような一連のプロセスを経ること
によって多層的な構造を構築していく。このプロセスは
原情報と呼ばれる存在を起点として，インテリジェンス
によってインフォメーションが形成され，両者がメディ
アに格納されることで情報の具体的実体として伝達構造
を獲得するわけである。
　したがって，図２のようなプロセスに基づき行われる
情報表現は，コミュニケーションを行う上での「情報」
構築の過程そのものであり，伝えるべき「内容」を構想
した上で，それを「表現」として具現化する行為として
規定できる。その意味では，情報表現は「考えて」「表
現する」というデザインとしての姿と同定することが可
能な行為ともいえる。ただ，もしデザインと情報表現と
を同定するならば，両者の関係性に関する検証が必要で
ある。

1.3　情報表現とデザインとの関係性
　そこで，情報表現とデザインとの関係性から，両者の
プロセスのあり方について考えてみたい。
　前項のように，情報表現をデザインと同定することが
可能な行為としてみなした場合，情報の伝達構造の形成
を目的とする情報表現のプロセスはデザインプロセスの
一つとして，両者を同じレベルで定義することが可能で
ある。
　ここで，情報表現のプロセスとデザインプロセスとを
対比させた場合，図３のように示すことができる。

　図３において，情報表現におけるインテリジェンスの
形成段階はデザインプロセスにおける「観察」「解釈」
の段階と，インフォメーションの形成段階は「解釈」「表
現」の段階と，メディアの形成段階は「表現」の段階と
それぞれ相応関係にあり，両者の基本的構図はほぼ一致
することが確認できる。ここで（両者の各要素間におけ
る位相のズレについては注意が必要なものの）情報表現
プロセスとデザインプロセスとはほぼ，同じ段階を踏ん
でいることが確認できる。このことから情報表現は，情
報の伝達構造の形成を主眼とする問題解決行為，すなわ
ちデザインの方法論の一つとして位置づけることが可能
となる。
　以上のことから両者の関係性を勘案すると，同一の扱
いが可能であり，情報表現プロセスはデザインプロセス
の一表象として考えられる。その意味において，情報表
現とデザインのプロセスは同定可能であり，問題解決を
指向するプロセスとして，基本的に一致するものとみな
すことができる。

２�　テレコミュニケーションメディアの使用を前提とし
た情報表現プロセス
2.1�　テレコミュニケーションメディアによる情報表現
の事例

2.1.1�　従来的な情報表現のプロセスが適用できない事例
　ところが上述の情報表現プロセスが適用できない事例
が存在している。その典型的な事例は，テレコミュニケー
ション，いわゆる遠隔通信あるいは単に通信と呼ばれて

図２　情報表現の基本形（情報表現のプロセス）

図３　情報表現プロセスとデザインプロセスとの相関
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いるコミュニケーションの様態である。
　テレコミュニケーションは古くから存在し，例えば狼
煙，トーキングドラム，手旗信号など，近代に入ってか
らは腕木信号などが代表的である。また現代では，電気・
電子通信がテレコミュニケーションメディアとして多用
される。このような，テレコミュニケーションメディア
の長足の普及によって，従来的な情報表現の方法論の適
用ができない事例が多数，顕在化するようになった。
　テレコミュニケーションメディアに共通して存在する
情報表現的な性質は，メディアの性質によって規定され
るインフォメーションの規則に従わないと，そもそも情
報表現自体が行えないということにある。

2.1.2　例えば「手旗信号」
　ここで，テレコミュニケーションにおける情報表現の
あり方を端的に示す一事例として「手旗信号」について
見ていきたい４）。
　手旗信号を用いて情報のやり取り，すなわちコミュニ
ケーションを行う場合，手旗を持っている両手の動作で，
様々な種類の情報が表現される。これらの動作が表す意
味は，図４で示しているような動作規則によってあらか
じめ規定されている。
　したがって，手旗信号においてインテリジェンスを起
点としてインフォメーションへの情報表現を行う場合に
は，この動作規則に則って行われることが必須であり，
仮に規則から外れてしまった場合は「情報は伝わらない」
あるいは「情報は存在しない」という事態が生じること
となる。そのため，動作規則によって定義されているイ
ンフォメーションの様態はインテリジェンスに対して強

い拘束性を有していることが確認できる。

2.2�　テレコミュニケーションメディアを利用した場合
の情報構築プロセス

2.2.1�　通常のコミュニケーションと遠隔通信との情報
表現の違い

　前項の知見に基づくならば，従前のコミュニケーショ
ンとテレコミュニケーションにおける情報表現のあり方
の違いについて考察を試みる必要性が生じる。
　従前のコミュニケーションにおける情報表現は，頭の
中で発想したもの，すなわちインテリジェンスを構想し
た上で，その内容に基づいて直接的にインフォメーショ
ンを形成することが可能な方法として捉えることが可能
である。すなわち，人間の思考によって情報表現のあり
方をコントロールできる方法として位置づけられる。
　一方，テレコミュニケーションにおけるそれは，頭の
中での発想を，そのままインフォメーションとして表現
することはできない。このような場合の情報表現とは，
通信システムのあり方に従い，インテリジェンスをあら
かじめ決められた形式に基づく符号へ置き換えることに
よってインフォメーションを形成することを意味する。
したがって，人間の思考をそのまま，あるいは直接的に
表現として展開することはできず，情報表現において形
成されるインフォメーションは，メディアの様態に応じ
た記号や符号としての役割にとどまるといえる。
　この知見に基づくならば，テレコミュニケーションメ
ディアの使用を前提とした場合の情報表現は，使用メ
ディアの特性及びそれに基づく符号化規則のコントロー
ル下にあることになり，インテリジェンを起点としてイ
ンフォメーションを構築するという，従前の情報表現の
方法論は成立しないということになる。このように，テ
レコミュニケーションメディアを使用した情報表現のあ
り方は，その使用メディアの性質の影響を多大に受けな
がら行われることが前提となる。

2.2.2　遠隔通信における情報表現の様態
　そこで，テレコミュニケーションにおける情報及び情
報表現のあり方について，従前のものとの比較において
考えてみたい。

2.2.2.1�　従前のコミュニケーションにおける情報表現
の様態

従前のコミュニケーションの場合，情報表現は図２のプ
ロセスに基づき行われるということは前述したとおりで
あるが，その基本はメディアへのインテリジェンス及び
インフォメーションの格納であって一旦，インテリジェ
ンス及びインフォメーションをメディアへ格納すると情

図４　手旗信号の原画（げんかく）
（公益財団法人日本海事広報協会発行「海の手帳」から引用。
https://www.kaijipr.or.jp/assets/pdf/attractive/
notebook//44-45.pdf）

Akita University



− 5−

美術科教員養成におけるデザイン教育に関する考察（２）

報表現としての行為は終止し，そのプロセスが逆流展開
されるような事象は発生しない。したがってこの場合に
おける情報表現プロセスは不可逆的な性質を有するもの
といえる。

2.2.2.2�　テレコミュニケーションにおける情報表現の
様態

　一方，テレコミュニケーションの場合，従前の場合と
は異なり，情報表現のプロセスのあり方は図５に示すよ
うに可逆的，すなわちインテリジェンスとインフォメー
ションの間の比較的自由な往還が可能な様態を示してい
ることがわかる。したがってテレコミュニケーションに
おける情報表現プロセスは，基本的に可逆的な性質を有
していることがわかる。

2.2.3�　テレコミュニケーションにおける情報表現の拘
束性

　このように，テレコミュニケーションにおける情報表
現では，インフォメーションはインテリジェンスを直接
的に表現化したものではなく，使用メディアや通信チャ
ネルの状況に適合する形で「符号化」規則に則り，あら
かじめ決められた表現形式への置き換えによって形成さ
れることが確認できる。例えば前述の手旗信号の場合の
ように，情報表現はあらかじめ決められた手旗の上げ下
げの動作規則に拘束され，それに従わないと情報表現は
おろか，情報伝達さえも適切に行うことが不可能になっ
てしまうため，情報表現はテレコミュニケーション上の
前提条件となる。
　その意味では，直接的，間接的の違いはあるものの，
テレコミュニケーションにおける情報表現では，通信
チャネルとしてのメディアのあり方から多大な影響を受
けてしまうこと，したがって情報表現のあり方自体も図
５のように，使用メディアの特性及び符号化規則に「拘
束」されてしまう様態を示すことが確認できる。
　以上のことから，テレコミュニケーションメディアに

よって情報表現を行う場合は，その性質が従前とは大き
く異なっており，特にその特徴であるインテリジェンス
とインフォメーションの間を「可逆的」に往還可能であ
ることを十分に認識した上で行う必要がある。テレコ
ミュニケーションメディア，特に電気・電子メディアの
使用を前提とする場合はその影響は多大であり，あらか
じめその性質を押さえておかないと，そもそも情報表現
自体が不可能となる。

2.3�　「インテリジェンス」ー「インフォメーション」間
の対立関係の発生

2.3.1　２つの情報表現の特性の相違
　一方で，２つの情報表現のあり方を比較すると，両者
間でのインテリジェンスとインフォメーションの関係性
の明確な違いが確認できる。特に情報表現プロセスの観
点から，両者間でのインテリジェンスとインフォメー
ションを比較すると，非常に興味深い相違を確認するこ
とができる。
　前項の知見に基づくならば，従前的な情報表現におけ
るプロセスの流れは「インテリジェンス→インフォメー
ション」であり，テレコミュニケーションにおいては使
用メディアの特性，特に「符号化」によってあらかじめ
表現規則が存在しているインフォメーションのあり方に
影響を受ける形でインテリジェンスが形成されてしまう
可能性が存在することを確認できる。このような事象は，
テレコミュニケーションメディアの特性が情報表現プロ
セスへ多大な影響を与える可能性が存在するとともに，
インテリジェンスの形成にあたり，インフォメーション
やメディアの性質を無視できないばかりか，場合によっ
ては，インフォメーションやメディアの性質による影響
を前提とした上で，インテリジェンスが形成される可能
性すら存在していることを示唆するものといえる。

2.3.2�　「インテリジェンス�-�インフォメーション」間の
対立の要因は何か

　このような，テレコミュニケーションメディアの使用
を前提とする情報表現のあり方が従前のものと異なるの
は，情報表現という行為自体のプリミティブな性質の中
に問題が孕んでいることが原因であると考えられる。
従来的な情報表現におけるインフォメーションのあり方
は図６にあるように発想等，インテリジェンスとしての
人間の考えを直接，表現として反映させたものと規定で
きる。
　一方，テレコミュニケーション，特に電気・電子情報
通信のように符号化されたインフォメーションの使用を
前提とする場合，その表現様態は図７のように，人間の
思考とは関係なく決定され，メディアの形成様態の都合

図５�　テレコミュニケーションにおける情報表現プロセ
スの可逆的性質
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によってのみ符号化されインフォメーションとして顕在
化されることを特徴としている。このような，テレコミュ
ニケーション技術の利用を前提とした情報表現では，イ
ンフォメーションの形成がインテリジェンスをメディア
の特性に準拠した「符号」への置き換えと同義であり，
従前の方法論とは異なり人間の思考を直接，表現するこ
とが困難である。このような事象を起因として，テレコ
ミュニケーションにおける情報表現は，本来的に人間の
考えそのものであるインテリジェンスとその表現として
の反映であるはずのインフォメーションとの間に対立関
係が生じる状態に陥ってしまうと考えることができる。

2.3.3　人間中心の立場からの情報表現の必要性
　ただし，このような情報表現におけるインフォテリ
ジェンスとインフォメーションの対立関係が生じたとし
て，両者の関係性がデザインの視座から人間にとっての
利便性が確保されているうちは特に問題にならないもの
の，現在のテレコミュニケーションには人間不在の要素
が多数，内在しているように捉えることができる５）。
その意味では「人間中心」の立場から，人間にとっての
「わかりやすさ」をどのように情報表現において実現す
るか，ということが課題となる。すなわち，情報を人間
が適切に認識できるようにするためには，まさにイン
フォメーションのあり方が人間の方を向いていることが
鍵になっているように考えられる。したがって，使用す
るメディアの違いに囚われることなく，人間中心の立場
から，情報表現を行う必要性が存在していると考えられ
る。

３　対立の解消に向けての方法論とは
　では，どのように人間中心の立場から，両者の対立関
係の解消を図ったらいいのだろうか。筆者はその方策と
して，特に次の２点が重要と考えている。

3.3.1�　インテリジェンスとインフォメーションの関係
性の再構築

　今日における情報化社会における情報表現のあり方，
特にインテリジェンスとインフォメーションの対立は，
電気・電子メディアの長足の発展を受けて，使用メディ
アの特徴の主流が従来的メディアの使用を前提としてい
る不可逆的なものからテレコミュニケーションメディア
の特性である可逆的なものへ移行したことが契機になっ
ているという側面が存在する。
　今日的なテレコミュニケーションにおける情報表現の
あり方を考えると，可逆的性質を有するメディアの使用
は不可欠であるが，表現特性としてのインテリジェンス
の位置づけ，特にそのインフォメーションへの適切な反
映，ということが極めてわかりにくくなっていることが，
両者の対立の原因になっているように考えられる。
　このようなことを勘案すると，インテリジェンスとイ
ンフォメーションの関係性の再構築が必要と考えられ
る。特に，直線的な形状を特徴とする従前的な情報表現
プロセスのあり方について，より実際に使用するメディ
アのあり方を考慮しながらデザインの主体としての人
間，そしてその思考の反映形であるインテリジェンスに
対して適切な配慮を施した上で，情報表現を可能とする
方法論の模索が必要であり，単に使用メディアの特性の
活用にとどまることなく，総合的な観点から情報表現の
あり方について考えることが求められる。

3.3.2　服従関係から共存関係へ
　以上のことを鑑みると，テレコミュニケーションメ
ディアの電気・電子メディアへの移行に端を発するイン
テリジェンスとインフォメーションの対立関係の解消を
目指した情報表現の方法論の開発が，情報表現上の今日
的課題として急務であるように考えることができる。な
おその主眼は，両者の関係を対立から協働への移行とい
うことにある。
　現状の情報表現のあり方を考えると，従前の方法論が
インテリジェンスをインフォメーションに包含する形で
情報の伝達構造を構築しようとしているのに対して，テ
レコミニケーションの展開を起因として，使用メディア
の性質，特に符号化規則に準拠した形でインフォメー
ションの形式へのインテリジェンスのあり方の適応を求
めることでそれを実現しようとする側面が存在してい
る。したがって既存の２つの情報表現の方法論はいずれ

図６　従来的な情報表現のあり方

図７　テレコミュニケーションにおける情報表現のあり方
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も，どちらかの情報特性の中にもう一方のあり方を適応
させることを要求する，すなわち「服従」関係を前提と
しているものであることが確認できる。
　しかしながら，このような「服従」関係を前提とした
方法論では今後のテレコミュニケーション上の問題点の
解消は困難といえ，おそらく本稿で述べているような情
報表現上の問題が延々と繰り返されることになると考え
られる。
　その意味では，どちらかがどちらかを「服従」させる
という従来的な方法論ではなく，両者の特長を「共存」
させることを前提とした情報表現の方法論の開発を指向
するとともに，インテリジェンスとインフォメーション
の関係性の再構築を行う必要があるように考えられる。

４�　デザインプロセスとしての情報表現プロセスの方向
性の転換の必要性
　そこで，以上の観点に基づく形で，情報表現における
インテリジェンスとインフォメーションの対立関係を解
消するための方策について考えてみたい。

4.1�　「インタラクション」から「サーキュレーション」
の関係への移行

　インテリジェンスとインフォメーションの対立関係の
遠因は，従来的な情報表現プロセスをテレコミュニケー
ションへも適用しようとしたことにある。
　従前の情報表現の方法論は不可逆的性質を有するメ
ディアの使用を前提とするものに対しては有効性を有す
るものの，テレコミュニケーションのように可逆的な性
質を持つメディアの使用を前提とする場合にはインテリ
ジェンスとインフォメーションの対立関係を誘発してし
まう側面が存在した。
　しかし情報表現プロセスの実際上の運用における諸条
件をも勘案するならば，テレコミュニケーションメディ
アを使用した際の情報表現のあり方としてインタラク
ティブ性を有した展開が不可欠であり，そのような運用
を前提とする限り，ここで問題としている点の解消は困
難といえる。したがって，従前のインタラクティブな性
質を維持した上での解決策の模索が不可欠となる。
　このような観点から解決策を模索した場合，テレコ
ミュニケーションメディアの可逆的な性質を考慮しつつ
直線状の様態を示すインタラクティブな性質をも活用す
る方法論の採用が極めて現実的であることが確認でき
る。すなわち，インタラクティな性質を持つ情報表現プ
ロセスをその流れの方向に基づいて二系統に分割し，「イ
ンテリジェンスからインフォメーションへ」そして「イ
ンフォメーションからインテリジェンスへ」という別系
統の様態を基軸として，それらをパラレルに展開するこ

とで解決される可能性がある。
　この点において，情報表現プロセスはインタラクショ
ンとしての直線的な様態から，図８のようなサーキュ
レーションを示す循環的な様態を示す関係性へと移行す
ることになる。このような様態をとることにより，イン
テリジェンスとインフォメーションの対立関係の大部分
は　解消するものと考えられる。

4.2�　「サーキュレーション」プロセスを実現する上での
「中間領域」の役割

　ここで，情報表現プロセスがサーキュレーション状の
様態に移行した場合，従来は一体的かつ一方向の流れを
基本に運用されていた「インテリジェンス→インフォ
メーション」の形成プロセスが，それぞれ別個のプロセ
スとして運用する必要に迫られることが予想される。
　このような方策は，前項で指摘したように両者間の対
立関係の解消には有効であるものの，インテリジェンス
からインフォメーションへの展開，及びその逆方向とし
てのインフォメーションからインテリジェンスへの展開
のあり方が不明瞭になり，両者の関係性はいわゆるブ
ラックスボックスと化してしまい，かえって混乱してし
まう可能性も存在する。
　したがって，サーキュレーション的な様態を示す情報
表現プロセスの適用にあたっては，両者の関係性の明瞭
化を指向するための何らかの工夫が求められることにな
る。その意味ではインテリジェンスとインフォメーショ
ンの「中間領域」に形成される機能が極めて重要な役割
を担うことになると考えられる。

4.3�　「中間領域」の機能としての「構成」の方法論の必
要性

　そこで，インテリジェンスとインフォメーションの「中
間領域」の形成にあたって，どのような機能を持たせる
か，ということの検討が，情報表現を行う上で重要にな
ると考えられる。

図８　サーキュレーションの様態を示す情報表現プロセス
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　ここで，両者の中間領域の形成にあたっては，使用メ
ディアの性質に囚われない形で，円滑な情報表現プロセ
スの実現が必須となる。したがってインタラクション的
な性質とサーキュレーション的な性質の両立が求められ
ることになる。
　なお，前述において指摘した情報表現プロセスと同定
可能な対象であるデザインプロセスにおいては，このよ
うなプロセス展開上の構成要素間の対立関係を解消する
上での方策の一つとして，「構成」の方法論が有効であ
るという知見を有している。
　構成は，造形一般において遍く存在する要素の性質の
解明によって得られた知見を体系的に整理することに
よって，デザインや造形の具体的展開において共通的に
運用するための方法論であるとともに，デザインや造形
において関連する諸領域を統合する上での「共通言語」
としての役割を担う。
　この，構成の考え方に基づくならば，情報表現，特に
テレコミュニケーション上のインテリジェンスとイン
フォメーションとの間の対立関係は，両者の間に現状，
共通領域が存在しておらず，また両者を統合するための
共通言語的な存在が不在であるということに原因を求め
ることができる。
　このようなことから，その解決にあたりインテリジェ
ンスとインフォメーションの「中間領域」に存在する諸
要素の情報表現上の性質を明らかにするとともに，両者
に共通して適用可能な共通言語としての機能を明らかに
する必要があるといえる。その意味において，情報表現
の方法論の構築にあたり，構成の方法論の役割は極めて
重要といえる。

・まとめ
　以上のように，本稿では運用プロセスの観点から，情
報表現に関する考察を試みてきた。
　情報表現と一言で言っても，使用するメディアの違い
により，その運用プロセスは大きく異なること，また従
来的なメディアとテレコミュニケーションメディアとで
は，その性質が大きく異なり，特に後者においては情報
の構成要素であるインテリジェンスとインフォメーショ
ンとの間に対立関係さえ生み出してしまうほど，深刻な
問題をその内部に包含していることなどを本稿における
知見として確認した。
　このような観点から，美術教育，特に教員養成大学・
学部の美術科教員養成教育におけるデザイン教育のあり
方について考えてみると，従前においては，使用メディ
アの相違によるデザインプロセスのあり方について着目

することはそれほど多くはなく，ある意味，無頓着な部
分が多かったのではないかと考えられる。
　しかし，本稿で特に取り上げた情報表現の観点からそ
れについて考察した場合，使用するメディアの違いがデ
ザインプロセスの展開において，また，インテリジェン
スとインフォメーションの対立など，深刻な多くの問題
を孕んでいることを確認することができたのではないか
と考えている。
　ちなみに本稿で考察を試みたテレコミュニケーション
メディアは今後，美術教育の様々な局面において，これ
まで以上に多岐多様に使用されることが予想される。し
かしながら，そのような従前には存在していなかったメ
ディアに対応可能な形で美術教育の方法論が進展してき
たのかというと，少し不安な部分が存在するのも確かで
ある。その意味では本稿で取り上げた使用メディアの適
切性に関する考察は，美術教育研究の上で重要な位置を
占めるものと考えている。
　本稿の考察は教員養成大学・学部における美術科教員
養成教育のあり方を考える上での試論の一つではある
が，このような考察の試みが，デザインの展開の上で，
そして美術教育の上での論点の一つとして位置付けられ
ればと考えている。
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pp.1-10

３） 一般にコミュニケーション (英 communication)は情報
伝達を行う当事者間の相互作用によって行われる。一
方で当事者は存在するものの，相手方について配慮せ
ずに情報伝達を行う状態を示す意味合いを持つ英語の
ス ラ ン グ に ” munication” が あ る。 こ の 場 合，”
communication” の語から相互作用を示す接頭辞” co-”
を外して使用されることから「ただ騒ぐために話す」
という意味合いで用いられる。

４） 公益財団法人日本海事広報協会発行「海の手帳」から
引用。

　　 h t tps : / /www.kai j ipr.or. jp /asse ts /pdf /a t t rac t ive /
notebook//44-45.pdf

５） 「情報デザイン」という考え方は，このような，「人間」
と「情報」との対立関係の解消を目指して誕生した経
緯がある。
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